









































































































































































































































































































































































































































































































































































































しなければならない（執筆者訳）；Kessler, Basler Kommentar, Obligationenrecht 
I, 6. Aufl., 2015, S.357.は、“Unstände”の一つとして、“Unentgeltlichkeit und 
Gefälligkeit（無償（性）と好意）”をあげる。もっとも、Merz, Schweizerisches 



























































































































































































































































































































































































































































0 0 0 0 0
が同じだか
らといって当然に責任の量




































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4
で提供を受ける
はずの委任事務を敢えて無償で
4 4 4 4 4 4
提供を受けている、ということを前提とし
ている。そして、ボランティア活動の実態を鑑みると、そのような前提が
成り立つことは、必ずしも一般的ではない。隣人訴訟、そして、津市「四
ツ葉子供会」事件訴訟の事案においても、そのような前提は成り立たない。
また、後述する文京区社会福祉協議会事件や、その他多くのボランティア
活動においても、そのような前提は成り立たないのではないか。
　隣人訴訟、そして、津市「四ツ葉子供会」事件訴訟から35年以上が経過し、
その間にボランティア活動の実態は大きく変化した。そこでは、ボランティ
ア活動が多様になっただけではなく、ボランティア活動に対する社会的な
位置づけも変化したのである。ボランティア活動は有償で提供される役務
論　　説（　　）45
　（　　）　54巻１号　（2019. ７）37
の代替措置ではなく、それ自体として固有の行動類型として位置付けられ
るのではないだろうか。そうであるとすれば、「無償（性）」とは異なる視
点から、ボランティア活動を評価する必要がある。
　このような問題意識に基づき、Ⅲ．では、近時示された、ボランティア
の知識や判断能力に着目した判例・学説（Ⅲ．－１．）、および、保護監督
型のボランティア活動におけるボランティアによる支配態様に着目した判
例・学説（Ⅲ．－２．）を紹介する。それらを踏まえたうえで、事務管理制
度とボランティア活動の関係についてさらに検討を進めたい。
（　　）46 事務管理制度とボランティア活動（1）
